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２０２２あいち環境塾提言「２０年後の未来社会へ向けての環境に関するビジネスモデルや政策」

提案の内容 提案実現のための具体的な取組
（アクションプラン）と実現可能性

現状の把握 20年後に向けた提言の概要

波及効果

小規模事業者のシェア・ファクトリー構想

中小企業のCN施策
実行状況

設備をシェア設備をシェア 輸送をシェア輸送をシェア

ITをシェアITをシェア技能をシェア技能をシェア

大企業のCO2排出
予想と削減計画

・何もしないとCO2排出量は増加
・中小企業の多くが未対応

誰一人取り残さないCNの達成で
「豊かな未来を作る」

環境のための整備された大工場を小規模事業者
がシェアすることで高効率な環境対策を実現

大規模工場であるシェア・ファクトリーは
様々な環境対策において高効率で有利

場所:金城ふ頭
・陸路交通
・海上交通

コンソーシアムの協議・検証
・シェア・ファクトリー移行評価
・脱炭素評価
・シナジー効果が出る企業との
マッチング支援

・経済評価
・人材育成
・運営上の留意点と解決策の洗い出し

工場規模
・面積:0.4km2
・連合:20社～
・従業員計:1,000人

具体的な構想例

世界の自動車販売台数の見通し

・2034年のパッケージ展開で
大企業から10年遅れでCN対策

・2050年には何とか間に合う!?

2035年のガソリン車販売終了までのパッケージ展開を目指す


